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Team Minute Action Team Minute Action

NZL 44 FG

NZL 60 FG

NZL 64 FG

6 10
0 4

次戦（第3戦）　3月9日（日） 12：30  ～　 記載責任者：男子コーチ　藤原　信幸

男子ホッケー　ニュージーランド遠征
日    付 2014年3月7日 20:00～21:20
場　　所 ニュージーランド・オークランド 天      候 晴れ
試    合 第２戦 通算結果 日本　２敗

Country

RESULT ニュージーランド
Invitation日本 -

JAPAN - NEW ZEALAND
Invitation

Name Name

粥川幸司（C） Bennett Cory

佐々木拓郎 Child Marcus

塩川直人 Jenness Steve

河内伸仁 Panchia Jared

小野知則 Haig Nick

藤本一平 Hilton Blair

長澤克好 Panchia Arun(C)

山下学 Tarrant Blair

畠山学 Couzins Dean

井島光希 Woods Nick

川上良平 Ross Nick

大門美生 Lett Dane

栁本主貴 Shaw Alex

新本優（GK) Russell Kane

山部晃嗣 Petherick Richard

吉原平太 Manchester Devon(GK)

森嶋彬（GK) Enerson George(GK)

橘敏郎

Coach 姜建旭 Coach Collins Bryce

Team Manager 藤原信幸 Team Manager Grant James

UMPIRE Goodwright Ben(NZL) UMPIRE Ellis-Jack Hamish(NZL)

0-3

Name Score Name Score

Bennett Cory 0-1

第１戦目の反省であったプレスの確認を入念に行い試合に臨んだ日本。
（前半）
立ち上がりから両チームとも前線からのプレスを仕掛け、攻守の切り替わりが激しい早いテンポの試合となる。日本はカウンターから得たロングコーナーで、山
部とのワンツーパスを繋いだ山下がサークルインし、素早くプッシュシュートを放つが、これは惜しくもポストを直撃し得点ならず。16分にも日本はスクープボール
を素早く処理し、粥川が前線の藤本へロングパスを送り、藤本はリバースシュートを試みるがGKにセーブされる。25・29分にも日本はライトからサークルインし、
シュートを放つものの得点には至らず前半終了。日本はカウンターを軸に何度も好機を演出し、前半は試合の主導権を握り、試合は後半へ。
（後半）
後半ニュージーランドはプレスの勢いを加速させ、試合の主導権を奪い返す。44分ニュージーランドは中盤でボールを奪い、レフトからセンタリングを通すと、中
央でフリーとなったBennett Coryがタッチシュートを決める。その後も日本は自陣から前線へ上手くボールを運ぶことができず、苦しい時間帯が続く。ようやく59
分にカウンターからボールを繋ぎラインを上げるが、逆にカウンターを喰らい、ロングパスからのタッチシュートを許し、2点目を献上してしまう。更に64分にはレフ
トから中央へのドリブル突破を許すと、最後はGK森嶋の肩口を射抜く、技有りのシュートを決められる。日本は最後に反撃を試みるも、最後まで試合の流れを
変えることができず、このまま試合終了となった。
1・2戦目ともに後半のゲーム展開に課題を残す内容となった。

日本
シュート数 ニュージーランド

InvitationPC数

Jenness Steve 0-2

Haig Nick


